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㈱ショクブン（9969）　平成28年３月期第２四半期決算短信



 

株式会社ショクブン 

（東証・名証２部） 

平成２８年３月期 第２四半期決算短信（発表資料の要約） 

 

当社の平成２８年３月期 第２四半期決算につきまして、配布の決算短信のとおり発表させていただきます。 

 

１．業績について 

 イ 当第２四半期累計期間の業績 

 （連結） （個別） 

 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ４１億９５百万円 ９５．３％ ４１億８９百万円 ９５．３％

営 業 利 益 △１億１８百万円 － ％ △１億３７百万円   － ％

経 常 利 益 △１億３５百万円   － ％ △７４百万円   － ％

四 半 期 純 利 益  △１億０３百万円 － ％ △３５百万円  － ％

１株当たり四半期純利益 △１０円７３銭 △３円６８銭 

（注）当社の連結対象子会社は、株式会社食文化研究所と事業食サービス株式会社の２社であります。 

①   売上高は４１億９５百万円になりました。わが国経済は、経済・金融政策を背景に全体として改善
傾向が見られましたが、円安の影響による物価上昇もあり、実質所得の改善にまでは至らないこと等
が、消費を控える要因となったこともあり、経営環境は、依然として厳しい中で推移いたしました。
また、今後もTPPの行方など先行きへの懸念もあり、予断を許さない状況が継続すると思われます。 
当社グループは、このような状況下において、「原点回帰」を掲げ、事業の柱である個人客向け宅

配のシステムを再度見直し、業務改善を行うとともに食材を厳選し、その魅力を引き出す健康的でお
いしいメニュー提案をすることで、受注増加に全力を尽くしてまいりました。 

②   一方、法人向け事業として展開している介護食事業におきましては、当社グループがご提案する
「安全・安心」な介護メニューは、その栄養バランスや使用食材の良さに加え、宅配のシステムによ
る利便性が高い点も介護施設から高いご評価をいただいたこともあり、契約数は堅調に増加しており
ます。 

③   経常損失は１億３５百万円（前年同期は５４百万円の経常損失）になりました。円安に伴う、肉類、
魚介類の仕入価格の上昇や天候不順による根菜類等生鮮野菜の仕入コスト増加の影響を受けたことも
あり、売上原価率は６２.６％と前年同四半期に比べ２.４ポイント増加しました。 
その一方で、メニュー冊子や販売コースの見直しを行う等、販売、管理コストの低減を図った結果、

販売費及び一般管理費は、前年同四半期に比べ８４百万円減少し、１６億８６百万円になりました。 
④   以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は１億３百万円（前年同期は４９百万円の親会社

株主に帰属する四半期純損失）になりました。 

 

 ロ 通期の業績予想 

 （連結） （個別） 

下 期 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ５１億６４百万円 １０９.４％ ５１億４６百万円 １０９.４％

営 業 利 益 ３億２７百万円 ２１０.０％ ２億７９百万円 ２５８.６％

経 常 利 益 ３億０２百万円 ２６３.６％ ２億５４百万円 ３７８.２％

当 期 純 利 益 ２億３６百万円 ―％ ２億０３百万円 ―％

通 期 前期比  前期比 

売 上 高 ９３億５９百万円 １０２.６％ ９３億３６百万円 １０２.６％

営 業 利 益 ２億０９百万円 １４９.９％ １億４２百万円 ２２４.１％

経 常 利 益 １億６７百万円 ２７７.７％ １億８０百万円 ―％

当 期 純 利 益 １億３３百万円 ―％ １億６８百万円 ―％
１株当たり当期純利益 １１円５７銭 １４円５４銭 
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２．株主還元策について 

 イ 配当金 

当中間配当金 １株当たり４円にさせていただきます。 

期末配当金予想 １株当たり４円を予定しております。（年間８円を予定しております。） 

 

ロ 株主優待策 

 毎年３月３１日及び９月３０日現在の当社株式１千株以上所有の株主様に対し、半期８千円（通期 

１６千円）相当の自社製品を進呈いたします。（従来どおり） 

 

３．財政状態について 

 財政状態は、決算短信添付資料２ページ（２）財政状態に関する説明に記載のとおりです。 

 自己資本比率は、前期末の２３．８％から２２．５％になりました。この主な理由は、利益剰余金等の

減少により、純資産が１億７９百万円減少したことによるものであります。 

 

４．設備投資について 

当第２四半期 

累計期間 

設備金額 ９０百万円 主なものは 

設備更新等                    ４２百万円 

リース資産                    ４８百万円 

 減価償却費 ９０百万円 

通期予想 設備金額 

 

当第２四半期累計期間分を含め、２億円を予定しております。 

 設備の新設、更新等                  ２億円 

 減価償却費 ２億２０百万円 

 

５．通期の見通しについて 

当社グループでは厳しい経済環境を直視し、抜本的な対策として「原点回帰」を行うことで宅配業務の
見直しを引き続き推進してまいります。さらに仕入体制の改善、さらなるコスト削減を通して安定した収
益の確保に努めてまいります。 
また、諸原材料等の値上りは一巡したので、当社主力商品であるエコクックメニューの価格を１１月２

日週から約７％値上げさせていただき、利益改善に努めることにしました。 
なお、法人向け事業におきましては、従来の「介護食」に加え、「学校給食」、「事業所給食」にも業

務を拡大し、総合食事サービス企業として赤ちゃんからお年寄りまで、あらゆるお客様に当社がご提供す
るご家庭の味を楽しんでいただくべく事業展開を図ってまいります。 

 
以上、当第２四半期連結累計期間の業績の結果及び下期の見通しにより、通期の業績につきましては、

前回発表予想（平成２７年５月８日発表）を修正し、売上高は９３億５９百万円、営業利益は２億０９百
万円、経常利益は１億６７百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は１億３３百万円を予定しておりま
す。 

 

           以 上 
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